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２㹃２㸷 

➇த的資金プログラ࣒の研究費配分における課題 

 

 （㛗㇂川ග一㸦ᕞ大学ۑ

㸯.ࡵࡌࡣ 

 科学ᢏ⾡造❧ᅜをᶆᴶするࢃがᅜは、ᅜ内の科学ᢏ⾡ຊを高めるため、様々な策をᐇしてきた。

ᖹᡂ 8 年より㛤始された科学ᢏ⾡基本計画は、ᖹᡂ 23 年に➨ 4 ᮇにධった。➨ 1 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画

において 5 年間で⣙ 17 だったண⟬は➨ 2 ᮇに⣙ 24 、➨ 3 ᮇ・➨ 4 ᮇは⣙ 25 となってい

る。ᅜ内において研究㛤発をᐇする主యは、業と大学がある。㏆年、大学ᨭ出される研究費の配

分方法にኚ化が見られる。➨ 1 期⛉学ᢏ⾡ᇶᮏィ⏬䛻䛚䛔䛶、造ⓗ䛺研究開発ά動のᒎ開のた䜑の研究

開発䝅ス䝔䝮のᵓ⠏䜢⾜䛖た䜑、ᡃ䛜ᅜの研究♫య䛻䜟た䛳䛶、ᰂ㌾䛛䛴➇தⓗで開䛛䜜た研究開発⎔

ቃ䜢ᐇ⌧䛩䜛ලయⓗ䛺᪉ἲの䜂䛸䛴䛸し䛶、➇தⓗ㈨金のᐇ䜢ᅗ䜛䛣䛸䛜グ䛥䜜た䚹䜎た、ከඖⓗ䛺研究㈨金

のᣑ䜢ᐇ⌧䛩䜛た䜑、 䛂研究者の研究費の㑅ᢥのᖜ䛸自⏤ᗘ䜢ᣑ䛩䜛䛸䛸も䛻、➇தⓗ䛺研究⎔ቃのᙧᡂ

䛻㈉⊩䛩䜛➇தⓗ㈨金のᖜ䛺ᣑ䜢ᅗ䜚、䛣䜜䛻䜘䜚、➇தⓗ㈨金䛜研究㈨金䛻䛚䛔䛶༨䜑䜛ẚ⋡䛜高䜎䜛

䜘䛖ᥐ⨨䛩䜛䛃䛣䛸䛜グ䛥䜜た䚹 

学䛻ᨭᡶ䜟䜜䜛研究費㈨金の䛖䛱、➇தⓗ㈨金䛻䜘䜛㓄ศの動ྥ䜢䜏䜛䛸、ᖹᡂ 7 年ᗘ䛻 1248 ൨だ䛳

たもの䛜ᖹᡂ 19 年ᗘ䛻は 4766 ൨䛻ቑຍし䛶䛔䜛䚹学䜈ᨭ出䛥䜜䜛研究費䛻༨䜑䜛ྜで䜏䜛䛸、ᖹᡂ 7

年ᗘ䛻 4.2%だ䛳たもの䛜ᖹᡂ 19 年ᗘ䛻は 13.9%䛸ቑຍし䛶䛔䜛䚹ᗈ⏣(2009)のᣦ䛩䜛䜘䛖䛻、学䜈の研究

費の㈨金㓄ศ᪉ἲは、➇தⓗ㈨金䜢㏻䛨䛶の㈨金㓄ศ䜈䛸ᚎ䚻䛻䝅䝣䝖し䛴䛴䛒䜛ഴྥ䛜ぢཷ䛡䜙䜜䜛䚹 

 イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒において、大学の担う主要な役は研究およࡧᩍ⫱である。大学の研究ண⟬

は、その多くがᨻᗓより配分されている。研究費は研究をᐇするための重要な資源であるため、研究

費配分の方法のኚ化は、研究࣐ネジ࣓ントのやり方や研究ᡂ果に影響を与える可能性がある。このよう

な、➇த的資金の研究費配分方法のࣇࢩトは、どのような影響を与えるのであろうか。 
研究を受クするഃを対象とした研究には、⚟⃝・౫田㸦2010）がある。⚟⃝・౫田は、21 ୡ⣖ COE

を対象とし、研究ᡂ果に関する分析を行った。生科学・情報・㟁Ẽ・㟁子分㔝のᣐⅬを対象に分析を

行い、21 ୡ⣖ COE プログラ࣒は、論文ᩘ・被ᘬ用ᩘに対して研究ಁ㐍ຠ果があることを指した。ไ

ᗘを対象とした研究としては、研究費の༢年ᗘ主⩏に関する研究㸦高ᶫ,2006）などがᣲࡆられる。 
本✏では、ࣇンディングエージ࢙ンࢩーഃの研究費配分について↔Ⅼをあてる。どのように研究費

が配分されているのか、査定にὀ目し、基♏的な分析を行うことを本✏の目的とする。 
 
２.ㄪᰝᑐ㇟ࡢ㑅ᐃࢱ࣮ࢹ㞟 

 分析対象として、21 ୡ⣖ COE プログラ࣒を対象として㑅定した。21 ୡ⣖ COE プログラ࣒は、ᖹᡂ

㸯㸲年ᗘから㸱ࣧ年にࢃたりເ集が行ࢃれた、➇த的資金による研究ᣐⅬᙧᡂプログラ࣒である。ᖹᡂ

㸰㸯年ᗘに全てのプログラ࣒が⤊していること、᥇ᢥされたᣐⅬᩘが 274 と分析に資するࢧイࢬであ

ることから、調査対象として㑅定した。 
᥇ᢥされた研究ᣐⅬには研究資金が配ᕸされる。ྛᣐⅬは、毎年資金の⏦ㄳを出すと、なࢇらかの評

価を受けてᐇ㝿に資金を配分されることになる。策にはண⟬ᯟがỴまっているため、⏦ㄳされた研究

費を評価し、㢠の査定を行い、ᐇ㝿に交される金㢠をỴめることになる。本✏では、この資金配分に

ὀ目する。ྛᣐⅬの研究費⏦ㄳ㢠とᐇ㝿にỴ定された配分㢠の㸰つのデータを用い、分㔝ࡈとにどのよ
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うな資金配分が行ࢃれたのかをᴫ観する。 
 データは、21 ୡ⣖ COE に関する文部科学┬等の関連࣌ージからྲྀ得した。᥇ᢥプロジ࢙クトࡈとの

⏦ㄳ㢠、᥇ᢥ㢠に関する情報のᥖ㍕状態は年ᗘによって異なる。ᖹᡂ 17 年ᗘまでは、᥇ᢥ課題ࡈとの

⏦ㄳ㢠およࡧ᥇ᢥ㢠がᥖ㍕されている。ᖹᡂ 18 年ᗘからは⏦ㄳ㢠がᥖ㍕されなくなり、᥇ᢥ㢠とその

内ヂ㸦┤᥋⤒費・間᥋⤒費）がᥖ㍕されるようになっている。また、ᖹᡂ 15 年ᗘは、ᖹᡂ 14 年ᗘ᥇ᢥ

課題に関して⏦ㄳ㢠の情報が公㛤されていない。そこで、⏦ㄳ㢠と᥇ᢥ㢠の方が公㛤されているᖹᡂ

16 年ᗘ、17 年ᗘのデータを用いて分析を行うこととした。௨ୗでは、ḟの㸱つの指ᶆを用いて分析を

行う。 
⏦ㄳ㢠  㸸ྛᣐⅬが、その年ᗘにண⟬⏦ㄳした研究費の㢠 
交Ỵ定㢠㸸ᐇ㝿にྛᣐⅬが交を受けた研究費の㢠 
交合 㸸ᐇ㝿に交を受けた研究費の㢠㸭ྛᣐⅬが⏦ㄳした研究費の㢠 

 

３. 21ୡ⣖ COEࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᴫせࡢ㈝✲◊ᰝᐃ 

 
3.1. 21 ୡ⣖ COE プログラ࣒のᴫ要 
 21 ୡ⣖COEプログラ࣒についてᴫ観する。21 ୡ⣖COEプログラ࣒は、ᖹᡂ 13 年 6 ᭶の「大学の構

造ᨵ㠉の方㔪」に基づき、ᖹᡂ 14 年ᗘから新つເ集が行ࢃれた➇த的研究資金のプログラ࣒である。

プログラ࣒の目的はࢃがᅜの大学にୡ⏺最高Ỉ‽のᩍ⫱研究ᣐⅬをᙧᡂし、研究Ỉ‽の向上とୡ⏺をリ

ードする造的なேᮦ⫱ᡂをᅗり、ᅜ㝿➇தຊのあるಶ性輝く大学づくりを᥎㐍することである。この

ためには、➨୕者評価に基づく➇த原理により、➇த的環境をいっそう㔊ᡂすることや、重Ⅼ的なᨭ

が重要であるとしている 1。ྛᣐⅬは 5 年間のᮇ間にᡂ果を出す事をồめられており、3 年目に中間評

価、プログラ࣒⤊ᚋに事ᚋ評価が行ࢃれている。資金つᶍは 1 件ᙜたり年間 1㹼5 ൨である。公ເ

はᖹᡂ 14 年ᗘから 3 年間にࢃたって行ࢃれた。一部外はあるものの、᥇ᢥする学⾡分㔝は毎年ኚ᭦

されている。3 年間にࢃたるᛂເ件ᩘは 1395 件、᥇ᢥᩘは 274 件、᥇ᢥ⋡は 19.4㸣である㸦⾲㸯）。

᥇ᢥ⋡は年ᗘࡈとに低くなるഴ向が見られるが、⥲じてྛ研究分㔝の᥇ᢥ⋡は 20%ྎの分㔝が多い。 
3.2. ⏦ㄳ㢠と交Ỵ定㢠㸸 6 に査定される研究費 
まず、ྛ ᣐⅬが研究費をどの⛬ᗘ⏦ㄳし、どの⛬ᗘ交されているのか、全యീを見てࡳよう㸦⾲㸰）。

273 ᣐⅬのᖹᡂ 16 年ᗘの⏦ㄳ㢠はᖹᆒ್で 2 ൨ 1285 、交Ỵ定㢠は 1 ൨ 2366 ൨で、交合

は 62.6%となっている。1 ൨㹼5 ൨というつᶍの研究ຓᡂプログラ࣒である 21 ୡ⣖ COE プログラ

ースではともかく、ᐇ㝿に研究費を交される㢠は、大きいᣐⅬでも࣋は、⏦ㄳ࣒ 3 ൨ᙅである。ᖹ

ᡂ 17 年ᗘも同様のഴ向だが、ⱝᖸ交合が高くなっている。分㔝ࡈとに見ると、情報・㟁Ẽ・㟁子

分㔝で、2 年間で査定合の上᪼の⛬ᗘが高いが、⥲じて大きいᕪは見られない。㠉新的な学⾡分㔝で

は 16 年ᗘから 17 年ᗘにかけて査定合が 30㸣㏆くୗがっているが、ึ年ᗘに査定合が高かったの

はᖹᡂ 16 年ᗘのࡳである。これは、ᖹᡂ 15 年ᗘ・14 年ᗘにẚそもそもの課題᥇ᢥ⋡が低かったこ

とが影響していると考えられる。 
3.3. 研究費の査定に関する研究分㔝での㐪い 

ḟに、研究分㔝ࡈとに、よりヲ⣽に研究費の配分についてࡳていくことにする。交合を X ㍈、ᐇ

㝿に交されることになった研究費を Y ㍈にとり、研究分㔝ࡈとにᩓᕸᅗをసᡂすると、研究分㔝によ

って特ᚩが見受けられる㸦ᅗ㸯）。 
 

 

                                                   
1 21 ୡ⣖ COE プログラ࣒の Website より 



― 584―

 3 

⾲㸯㸬21 ୡ⣖ COEࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᛂເᩘ᥇ᢥᩘ 

平成14ᖺ度 ᛂເ数 ᥇ᢥ数 ᥇ᢥ率
全య 464 113 24.4㻑
生⛉Ꮫ 112 28 25.0㻑
化Ꮫ・ᮦᩱ⛉Ꮫ 82 21 25.6㻑
情報・㟁気・㟁子 78 20 25.6㻑
人文⛉Ꮫ 79 20 25.3㻑
Ꮫ㝿・」合・新㡿ᇦ 113 24 21.2㻑

平成15ᖺ度
全య 611 133 21.8㻑
་Ꮫ⣔ 138 35 25.4㻑
数Ꮫ・物⌮Ꮫ・ᆅ⌫⛉Ꮫ 86 24 27.9㻑
ᶵᲔ・ᅵᮌ・ᘓ⠏・䛭のᕤᏛ 106 23 21.7㻑
社会⛉Ꮫ 105 26 24.8㻑
Ꮫ㝿・」合・新㡿ᇦ 176 25 14.2㻑

平成16ᖺ度
㠉新的なᏛ⾡分㔝 320 28 8.8㻑

出ᒎ䠖㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼖㼟㼜㼟.㼓㼛㻛㼖㼜㻛㼖㻙21㼏㼛㼑㻛　よりస成  
 
⾲２㸬◊✲ศ㔝ู ◊✲㈝ࡢ⏦ㄳ㢠Ỵᐃ㢠 

N ⏦請㢠 決定㢠 ྜ ⏦請㢠 決定㢠 ྜ
⏕⛉学 28 235.27 132.39 57.8% 232.82 145.51 64.1%
化学・ᮦᩱ⛉学 21 245.86 138.33 61.8% 237.76 150.12 69.0%
ሗ・電気・電Ꮚ 20 225.72 127.00 63.4% 173.13 136.79 81.8%
人ᩥ⛉学 20 144.36 81.30 59.5% 131.41 84.04 70.5%
学㝿・」ྜ・᪂㡿ᇦ䠄䠍䠐䠅 24 226.73 127.58 57.6% 208.99 138.19 66.2%
་学⣔ 35 260.14 146.37 56.9% 273.19 162.89 62.5%
数学・≀⌮・ᆅ⌫⛉学 24 224.34 126.25 62.3% 201.20 124.58 67.4%
機械・ᅵᮌ・建⠏・䛭の工学 23 261.22 147.00 60.4% 249.28 149.83 64.5%
♫⛉学 25 177.19 99.33 58.2% 168.87 101.48 62.4%
学㝿・」ྜ・᪂㡿ᇦ䠄䠍䠑䠅 25 201.18 113.20 57.3% 195.91 116.04 64.1%
㠉᪂ⓗ䛺学⾡ศ㔝 28 127.06 109.68 91.8% 157.78 94.82 64.5%
ྜィ 273 212.85 123.66 62.6% 206.15 128.90 66.4%
ὀ䠖⏦請㢠、決定㢠の༢は100

ᖹᡂ1㻢年ᗘ ᖹᡂ1㻣年ᗘ

 
 
 生科学や学㝿・」合・新㡿域㸦H14 年ᗘ᥇ᢥ）には、交㢠と交合に正の相関がある。負の相

関が見られる分㔝としては、機Ე・土ᮌ・建築・その他工学分㔝㸦H16 年ᗘ）がᣲࡆられる。交㢠や

査定合に特ᚩがある研究分㔝が見られる。情報・㟁Ẽ・㟁子やᩘ学・≀理学・ᆅ⌫科学は、同じ交

金㢠のᣐⅬが見られる。情報・㟁Ẽ・㟁子分㔝では、ᖹᡂ 16 年ᗘの交Ỵ定㢠が 1 ൨ 4800 のᣐⅬ

が 4 ⟠ᡤ、1 ൨ 2800 のᣐⅬが 12 ⟠ᡤ、1 ൨ 300 のᣐⅬが 4 ⟠ᡤとなっており、これ௨外の㢠

のᣐⅬはᏑᅾしない。ᩘ学・≀理学・ᆅ⌫科学では、24 ⟠ᡤのᣐⅬのう1、ࡕ ൨ 5500 の交Ỵ定

㢠が 9 ᣐⅬ、1 ൨ 3000 のᣐⅬが 5 ⟠ᡤ、1 ൨ 1000 のᣐⅬが 4 ⟠ᡤとなっている。査定合が

同じ್に集中している分㔝としては、社会科学がᣲࡆられる。社会科学では、25 ⟠ᡤのᣐⅬのうࡕ、査

定合 65.0%に 9 ᣐⅬが集中している。また、55%๓ᚋに 5 つのᣐⅬの査定合が集中している。 
 

㸲. ⪃ᐹ  

 本✏は、公㛤データを用い、➇த的資金による研究ᣐⅬに対し、どのように研究費が査定され、配分

されているかを、ྛᣐⅬの研究費の査定の合から分析した。結果、研究分㔝によって、研究費の査定

には異なった特ᚩがあることが観察された。 
では、なࡐこのような異なったパターンが見られるのであろうか。᥇ᢥされた研究ᣐⅬは、ᚲ要な研

究費を毎年⏦ㄳする。⏦ㄳ内容について研究資金の出し手が査定を行い、配分する研究費をỴ定する。

策に関連するண⟬には上㝈があるため、なࢇらかのᙧで⏦ㄳ㢠の⥲㢠を策のண⟬ᯟの中にめるᚲ

要がある。 
 



― 585―

 3 

⾲㸯㸬21 ୡ⣖ COEࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᛂເᩘ᥇ᢥᩘ 
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数Ꮫ・物⌮Ꮫ・ᆅ⌫⛉Ꮫ 86 24 27.9㻑
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出ᒎ䠖㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼖㼟㼜㼟.㼓㼛㻛㼖㼜㻛㼖㻙21㼏㼛㼑㻛　よりస成  
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㢠が 9 ᣐⅬ、1 ൨ 3000 のᣐⅬが 5 ⟠ᡤ、1 ൨ 1000 のᣐⅬが 4 ⟠ᡤとなっている。査定合が

同じ್に集中している分㔝としては、社会科学がᣲࡆられる。社会科学では、25 ⟠ᡤのᣐⅬのうࡕ、査

定合 65.0%に 9 ᣐⅬが集中している。また、55%๓ᚋに 5 つのᣐⅬの査定合が集中している。 
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 本✏は、公㛤データを用い、➇த的資金による研究ᣐⅬに対し、どのように研究費が査定され、配分

されているかを、ྛᣐⅬの研究費の査定の合から分析した。結果、研究分㔝によって、研究費の査定

には異なった特ᚩがあることが観察された。 
では、なࡐこのような異なったパターンが見られるのであろうか。᥇ᢥされた研究ᣐⅬは、ᚲ要な研

究費を毎年⏦ㄳする。⏦ㄳ内容について研究資金の出し手が査定を行い、配分する研究費をỴ定する。

策に関連するண⟬には上㝈があるため、なࢇらかのᙧで⏦ㄳ㢠の⥲㢠を策のண⟬ᯟの中にめるᚲ
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ᅗ㸯㸬 研究分㔝別 ᖹᡂ 16 年ᗘ研究費交㢠と査定合 

  

  
ὀ㸸交㢠の༢は、いずれも 1000  

 
 査定をする㝿、資金の出し手ഃは、研究ᣐⅬഃには↓い知識を用いて査定を行っている可能性がある。

えࡤ、㸯㸬過ཤの⤒験からண⟬見✚もりに関する知識を持っている、㸰㸬」ᩘのᣐⅬをಠ▔する❧場

からᢕᥱ可能な知識を᭷する、等である。分㔝による研究費査定の合にᕪが出る要因として、研究分

㔝によって特ᚩがある可能性が指できる。えࡤ、分析⨨等の㉎ධを๓ᥦとする研究プロジ࢙クト

の場合、その分析⨨を㉎ධしなけれࡤ、研究がᡂ❧しない。この場合、高㢠の⨨を㈙うᣐⅬとそう

でないᣐⅬにᕪ定⋡でᕪが出ることが考えられる。ただし、これらの௬ㄝは、本✏が明らかにした分㔝

このようなᕪがおࡐとの研究費配分の㐪いをㄝ明するためには十分ではない。ᚋの課題として、なࡈ

きるのか、このような研究費の配分方法がྛᣐⅬの研究ᡂ果に対し、どのような影響を与えているのか

についてࣄアリング等をྵめて分析をᣑᙇするண定である。また、評価するഃがもつ評価スキルはఱか、

それらがどのようにᙧᡂされているか、評価者の評価スキル・指㔪がጇᙜかどうか等についても、あࢃ

せて分析をᣑᙇしていくண定である。 
 

㸳. ཧ⪃ᩥ⊩ 
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